
終戦記念日によせて
～世界に例を見ない陶製の武器～

参考文献　　代用品としてのやきもの：瀬戸市歴史民俗資料館発行

　戦争を実体験していない世代の方でも、第

二次大戦中は武器を造るため各家庭より金属

を供出したということはご存じと思います。

　金属製品に代わる陶磁器製の代用品の製造

は、すでに昭和の初めから各業界で手がけら

れていました。それは戦争によって、より拍

車がかかりました。コンロ、釜、鍋、水筒、

洗面器、キセル、アイロン、湯タンポ、服の

ボタン等々。仏具、郵便ポストのような大き

いものまでも造られました。陶貨については、

1銭、5銭、10銭の3種類が製造（瀬戸・京都・

有田の3カ所）されましたが、敗戦により市中

に出回ることはありませんでした。

　大戦末期には全国各地で陶製手榴弾まで量

産されました。軍が「本土決戦用兵器」とし

て発注したという所伝もあります。事実、激

戦の地となった硫黄島や沖縄では実際に陶製

手榴弾が配備されていました。鋼製手榴弾の

殺傷力が半径7ｍなのに対し、陶製のそれは半

径3ｍであったことから、攻撃より「自決用」

に使われたのではないかとも考えられていま

す。

　産地としては瀬戸、信楽、京都、備前、有

田、波佐見。たとえば備前焼では、有名窯元

も手榴弾を製造しました。信楽焼きでは陶製

地雷まで製造されました。終戦までに日本が

わずか5機しか製造していなかったジェット

戦闘機の燃料製造のためのタンクは清水焼で

造られました。

　軍需品、兵器の資源確保のためにさまざま

な“代用品”は生まれてきたはずですが、陶

芸家までが兵器製作に手を染めざるを得なか

った時代、兵器にまで陶磁器を使わざるを得

なかった６０余年前の時代を、私たちは決して

忘れてはなりません。

一輪挿しを思わせる陶製手榴弾、そのおもむきある姿

に秘められた悲劇を私たちは繰り返してはなりません。

左から備前焼、有田焼、信楽焼。

▼
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交通規制にご協力下さい。

ＪＲ津島ノ宮駅が開設されます。

ＪＲご利用が便利です。

津嶋神社　夏季大祭
に伴う交通規制のお知らせ

金
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詳しくは、下記までお問い合わせください。▼
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と
う
と
う
わ
が
市
で
も
重
大

事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
早
朝

の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た

後
、
交
差
点
や
Ｊ
Ｒ
駅
で
の
補

導
を
終
え
て
、
セ
ン
タ
ー
事
務

所
に
帰
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
開
く
と
、「
当
て
逃
げ
し
た
車

の
中
に
・
・
女
性
遺
体
」
の
見

出
し
で
、「
三
豊
市
豊
中
町
岡
本

の
県
道
」
、「
逃
げ
た
運
転
手
」

な
ど
の
文
字
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
教
育
長
や
警
察

の
許
可
を
も
ら
っ
て
、
市
内
各

学
校
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
情
報
を

流
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
広
報
車
に
よ

る
（
た
っ
た
２
台
で
微
力
で
は

あ
る
が
）
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
い

ま
し
た
。
各
学
校
で
は
、
複
数

下
校
、
出
迎
え
、
帰
っ
た
ら
外

出
し
な
い
な
ど
、
適
切
と
思
わ

れ
る
措
置
が
取
ら
れ
、
ま
ず
第

１
日
目
は
事
無
き
を
得
ま
し

た
。
第
２
日
目
を
迎
え
、
い
つ

も
と
違
っ
た
緊
張
感
を
覚
え
な

が
ら
小
学
生
の
通
学
を
見
守
り
、

交
差
点
の
安
全
確
認
、
駅
で
の
補

導
を
終
え
て
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い

ま
し
た
。
昼
に
は
容
疑
者
逮
捕
の

報
道
を
知
り
、
今
度
は
急
ぎ
な
が

ら
も
余
裕
を
持
っ
て
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
・
・
。

（
あ
れ
か
ら
は
や
ひ
と
月
）
今
も

毎
日
の
よ
う
に
起
こ
る
凶
悪
事
件

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
に
ぎ
わ
せ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
簡
単
に

人
が
殺
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
時
に
は
何
か
理
由
や
動
機
が
あ

っ
た
に
せ
よ
、
法
的
に
認
め
ら
れ

る
も
の
の
他
は
、
人
は
人
の
命
を

奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
人

の
道
で
す
。
殺
人
、
強
盗
、
放

火
、
暴
行
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
人

の
道
の
外
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

に
「
誘
っ
た
り
」
、「
さ
せ
る
」
こ

と
も
人
道
外
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
今
度
の
容
疑
者
逮
捕
で
は
、
警

察
力
の
す
ご
さ
に
も
感
動
し
ま
し

た
が
、
一
般
人
の
通
報
も
大
い
に

役
立
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
　

　
三
豊
市
で
は
、
不
審
者
情
報
を

放
送
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
安
全
安
心
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
関
心
は
確
実
に
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
心
と

目
で
、
我
々
セ
ン
タ
ー
か
ら
だ
け

で
は
ど
う
し
て
も
見
え
な
い
、
ま

ち
の
隅
々
ま
で
見
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
事
件
に
ま
で
発
展
さ
せ
な

い
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
警
察
や
セ
ン
タ
ー
へ
の
連

絡
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

オ　ラ

パラグアイか
らHola!（こんにちは）

　４月から海外の日本人学校で勤務されている２人の先

生の活動を紹介します。今月は三豊市立二ノ宮小学校校

長からパラグアイのアスンシオン日本人学校校長として

へ派遣されている新井先生です。

キエロ　　　　 ウン　　　　リブロケ　　　　　　キエレス

アスンシオン日本人学校校長　新井　富夫

▲パラグアイ移住７０周年記念行事の練習風景
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　私の勤務する学校

の紹介をします。

　アスンシオン日本

人学校は、小学部１２名、

中学部3名で合計１５

名です。毎朝、７時

５０分にスクールバス

で登校して来る子ど

もたちを先生方全員

で迎えます。元気な「おはようございます」の声が学校

中に響きます。

　毎日、朝の会でスペイン語会話をしています。今週は、

Ｑｕｅ　ｑｕｉｅｒｅｓ？　Ｑｕｉｅｒｏ　ｕｎ　ｌｉｂｒｏ．

　　（何が欲しいですか？ 本が欲しいです。）

　昼食は、毎日お弁当です。涼しいときは、全員中庭

で車座になって、おしゃべりをしながら楽しく食べて

います。

　最近の学校行事を紹介します。毎年１回、２泊３日

で移動教室（日本の修学旅行に似た内容）を実施してい

ます。今年は、６月２８日から３０日まで、パラグアイ

にあるイグアス移住地（戦後５番目の移住地）、ブラジ

ルにあるイグアスの滝などを見学に行きました。

　今年は日本人のパラグアイ移住７０周年に当たる年

です。９月８日に記念行事が行われ、本校でも日本か

らお客様がお見えになると言うことで、その準備をし

ています。

　パラグアイは、日本のように四季がはっきりしません。

しかし、現地の先生にお聞きすると６月２１日から冬

に入ったそうです。確かに、朝晩は９度前後（毎日で

はありません）で寒いのですが、日中は３０度前後に

なります。そのため、服装は、朝晩は冬用（トレーナ

ーなどを着用）、日中は夏用（半袖など）です。１日に

四季を経験する国です。ですから、休日など歩いてい

る人の服装を見ていると、半袖半ズボンの人もいれば、

セーターに長ズボンの人もいて、今はいったい季節は

いつ？と言う心境になります。

　今回はこの辺で。また１０月号でお会いしましょう。


